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　我々は日頃小さなお子様のアレルギーのケア

をしていますが、小さなお子様はほんの微量のア

レルギー物質でも命を落とす危険性が高いのです。

２０１２年、調布の小学５年の女の子が給食で出さ

れたチヂミを食べて亡くなってしまいました。そ

の学校では出されたものは全部食べようという

運動をしていて、その子は乳製品に強烈なアレ

ルギーを持っていたのに、残っていた一切れのチ

ヂミを見過ごせず食べてしまったのです。

　お子さんのアレルギーは即発型ですが、大人

のアレルギーは長期的に食べたものが炎症を起

こすものです。皆さんの身体は細菌や化学物質、

活性酸素、人工添加物などに晒されていて、その

悪い物質を炎症を起こしてやっつけようとします。

それはいいことではあるんですが、あまり長く続

くと癌だとかアルツハイマーに発展してしまう可

能性が大きくなる。それでその人がどんな食べ

物に反応するか調べて、それを摂らないようにし

ようという検査があります。約１００品目の食べ物

を検査するのですが、どの食品にも反応しない方

は１００人に一人ぐらいしかいません。アレルギー

は食べ物だけが原因ではありませんが、食べ物

は毎日、結構な量を摂るので原因になりやすい

のです。私はこの検査を３８歳の時に受けて卵に

強く反応しました。それ以来卵は食べません。

その結果、体重は運動もしてないのに８３キロか

ら５９キロになり、３８年患っていた花粉症も出て

いません。

　アレルギーは体重の増加や減少、消化不良や

アトピーのほか、自閉症、集中力不足などの精神

面にまで反応が出る場合があります。分かりやす

くいうと、皆さんの身体

に毎日入ってくるいろ

いろなアレルゲンが、

それを貯めておく容器

から溢れてしまったの

がアレルギーだと思っ

てください。その人に

合わない物質でも、自

然治癒力や新陳代謝でどんどん出せればいい

んですが、その容量が小さかったり、入ってくる

量が多いと、すぐ溢れてしまいます。それでな

るべく自分にとっていいものか悪いものかの

選択をしていただきたいのです。

　我々は卵、牛乳、小麦、そば、エビ、カニ等を

一切使わない料理を作り、食物アレルギーのお

子さんたちを３日間の旅行に招待しました。彼

らはホテルにも泊まったことがないし、バイキ

ングもしたことがありません。そしてそのお母

さんたちは、子供が生まれてから毎日、朝昼晩、

お子さんの料理を必ず包丁を持って作ってき

たんです。この３日間だけはお母さんにも休ん

でもらいたいと思ってこういう企画を立てました。

　人間の小腸の内壁はテニスコート１面分近く

あります。この広い面積を守っているのが善玉

菌で、約１千兆個、重さにして１キログラムほど

です。この菌を増やして消化吸収能力をあげ、

多少いけないものを食べても消化できる体を作っ

ていただきたい。そのために皆様には繊維とオ

リゴ糖をたくさん摂っていただき、またアレルゲ

ン物質をよく知っていただきたいと思います。

　ありがとうございました。

平成２６年９月２９日
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アレルギー的生活のすすめ！卓話
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【報告事項】
1. 週報について
広報委員会安井委員長並びに広報・週報委員会闍驂委
員長より週報のペーパーレス化の具体的な状況の説明
がなされた。
１２/１５分の週報からペーパーレス化を行い、原則的にメー
ルにて週報を添付し、配信する事とする。メール環境の
無い会員には別途印刷し、渡す事とする。
２. １０周年記念事業について
平松実行委員長より本日開催された実行委員会の現況
の説明がなされた。
１０周年記念基金について、振込口座の開設が完了し、来
週のクラブ協議会にてお知らせし、基金への振込を促す。
一人当たり３万円。
３. 会員退会について
山本会長より、今年度休会であった鈴木エドワード会員
が前期をもって退会する事となったと報告があった。

【審議事項】
1. 次々年度会長候補並びに次年度理事候補者の承認に
　 ついて
満場一致で可決された。来週開催されるクラブ協議会
で告示、１２月１日の年次総会で承認される。
２. 青少年交換留学生受け入れについて
山本会長より今までの経緯が説明され意見交換がされた。
１年分の費用負担及びスポンサークラブについて審議を

行ったところ満場一致にて可決された。ただしホストファ
ミリーについては今後検討する事とする。来週開催され
るクラブ協議会にて受け入れについて検討するのも一案。
３. 台風での例会扱いについて
山本会長より１０月６日の台風により例会が取りやめとなっ
たが、手続要覧(要覧第六条第一節)に従い、今回の取り
やめた例会についてカウントすると説明があり、満場一
致で承認された。
４. １０周年登録料について
山本会長より１０周年登録料について自クラブ会員は、全
員登録とし登録料を一人当たり１５,０００円とする。満場
一致で承認された。来週のクラブ協議会で会員にお知
らせする。
５. その他
齋藤幹事より次回理事会を１１/１０から１１/１７に変更した
いと要望あった。
理由として１１月第一例会日の１０日がポンペイ訪問と重なっ
ており、会長不在の為。満場一致で承認された。

【その他】
1. 地区の決算書について
前年度の地区決算書について中川会計担当より説明が
あった。

『創立10周年記念事業』について

　１０周年記念事業の進捗状況を報告します。

　ご承知のとおり、１０周年のテーマは「共に暮らせる未来を」です。

　そのテーマを受け、記念事業をミクロネシア短期大学日本語教育支援としています。日本語作文

コンクールを催します。１１月１２日に同大学キャンパスで表彰式を行い、同日夕刻に日本国大使公邸

でパーティーを開きます。その場には坂本ガバナーや現地ロータリアンもご同席頂きます。これら

行事に当クラブから会員６名を含む８名が参加予定です。

　記念基調講演は田中作次ＲＩ元会長に、国際ロータリーの活動をご紹介下さるようお願いしていま

す。式典及び祝宴には、主立ったロータリアンをお招きする他、山の手東グループを中心とする、こ

れまで当クラブとご縁のあるクラブの皆様にもご案内し、全体で１８０名程度のエレガントな式典と祝

宴になることを目指しています。

　１０周年という、最初の大きなひとくくりの刻を、１２月８日にグランドハイアット東京で催します。会

員の皆様がご家族・ご友人を伴ってこぞって参加下さり、当日の進行にご協力下さいますよう、お願

い申し上げます。

（記：創立１０周年記念事業実行委員長　平松和也）




